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27 落ちた高さの b ％の高さだけ跳ね上がるボールがあります。このボールをある台から落とすとき,
（１）～（３）に答えなさい。

（１） b＝８０のとき，ある高さの台からこのボールを落としたとき，下の図のように跳ねました。

①・②に答えなさい。

① 台の高さが１２０ ㎝のとき，ボールが床に１回ぶつ

かった後，何㎝の高さまで跳ね上がるか，求めなさい。

㎝

② 跳ね上がる高さが，最初に台の高さの半分以下にな

るのは，床に何回ぶつかった後ですか，求めなさい。

回

（２） b＝７０のとき，y ㎝の高さの台から，このボールを落としたとき，ボールが床に１回ぶつかった後，

z ㎝の高さまで跳ね上がり，そこから落ち始めました。①・②に答えなさい。

① z を y の式で表しなさい。

② ①の式で表されるとき，下のアからオまでに当てはまる数や言葉を入れなさい。

y の値を２倍，３倍，４倍，…，ｎ倍とすると，

z の値は ア 倍，イ 倍，ウ 倍，…，エ 倍となる。

このとき，z は y の関数であり，z は y に オ する関係である。

ア イ ウ エ オ

（３） y ㎝の高さの台から，このボールを落としたとき，ボールが床に１回ぶつかった後，６０ ㎝の高さ

まで跳ね上がり，そこから落ち始めました。

誠二さんは，ボールが跳ね上がる割合 b ％と，ボール落とす台の高さ y ㎝の関係を調べ下のよう

な表にまとめました。

ボールを落とす台の高さ y (㎝) ７５ ８０ １００ １２０ ２４０

ボールが跳ね上がる割合 b (％) ８０ ７５ ６０ ５０ ２５

１回目 ２回目

床

台
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次の①～③に答えなさい。

① b を y の式で表しなさい。

② 下のカからコまでに当てはまる数や言葉を入れなさい。

①の式で表されるとき，yの値を２倍，３倍，４倍，…，ｎ倍とすると，

bの値は カ 倍，キ 倍，ク 倍，…，ケ 倍となる。

このとき，b は y の関数であり，b は y に コ する関係である。

カ キ ク ケ コ

③ 誠二さんは，ボールの跳ね上がる割合が４０％のとき，ボールを落とす台の高さが何㎝であったか

を考えています。①の式や②の変化の様子を用いると，台の高さを求めることができます。用いるも

のを下の ， の中から１つ選び，それを使って台の高さを求める方法を説明しなさい。 ，

のどちらを選んで説明してもかまいません。

ボールを落とす台の高さとボールが跳ね上がる割合の関係を表す式

ボールを落とす台の高さとボールが跳ね上がる割合の変化の様子

選んだ記号

求める方法

あ

い

あ い あ い
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27

（１）① ９６（㎝）

【説明】b＝８０より，台から落としたボールは１２０㎝の８０％の高さまで跳ね上がるので，

１２０× ＝９６ となる。

② ４ (回)

【説明】b＝８０より，台から落としたボールは１２０㎝の８０％の高さまで跳ね上がるので，

落とした台の高さをｈ㎝とすると，

１回目 ｈ× ＝ ｈ(＝０.８ｈ）

２回目 ０.８ｈ×０.８＝０.６４ｈ

３回目 ０.６４ｈ×０.８＝０.５１２ｈ

４回目 ０.５１２ｈ×０.８＝０.４０９６ｈ (半分以下⇒０.５倍以下）

（２）① z ＝０.７y ( z ＝ y )

② ア…２，イ…３，ウ…４，エ…ｎ，オ…比例

【説明】zが yの関数で，その間の関係が，z ＝by（bは定数）で表されるとき，

zは yに比例するという。また，定数 bを比例定数という。

比例の関係 z ＝byでは，yの値を２倍，３倍，４倍，……すると，

zの値も２倍，３倍，４倍，……となっていく。

（啓林館教科書１年 P.１０２，１０３参照）

ボールを落とす台の高さ y (㎝) １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ……

ボールが跳ね上がる高さ z (㎝) ７ １４ ２１ ２８ ３５ ４２ ……

（３）① b＝

【説明】表から y×b ＝ ６０００

この式を b について解くと，b＝

ボールを落とす台の高さ y (㎝) ６０ ８０ １００ １２０

ボールが跳ね上がる割合 b (％) １００ ７５ ６０ ５０

５
４

１００
８０

１００
８０

５
４＝ ＝０.８

１０
７

４倍

× × × ×

＝＝＝＝
６０００ ６０００ ６０００ ６０００

y
６０００

１００
８０

３倍
２倍

３倍
２倍

４倍

y
６０００

２倍

２倍



- 29 -

② ア… ，イ… ，ウ… ，エ… ，オ…反比例

【説明】zが yの関数で，その間の関係が，z ＝ （bは定数）で表されるとき，

zは yに反比例するという。また，定数 bを比例定数という。

反比例の関係 z ＝ では，yの値を２倍，３倍，４倍，……すると，

zの値も 倍， 倍， 倍，……となっていく。

（啓林館教科書１年 P.１１３参照）

ボールを落とす台の高さ y (㎝) ６０ ７５ ８０ １００ １２０ ２４０

ボールが跳ね上がる割合 b (％) １００ ８０ ７５ ６０ ５０ ２５

③ （例） を選択して

説明 ボールを落とす台の高さ y とボールが跳ね上がる割合 b の関係を表す

式 b＝ に b＝４０を代入して，ボールを落とす台の高さ y の値

を求めればよい。

（例） を選択して

説明 ボールを落とす台の高さ y とボールが跳ね上がる割合 b の変化の様子

から， y の値を２倍にすると， b の値は 倍になるので， y の値を

倍にすると， b の値は２倍になることを利用して， bの値が４０のときの

ボールを落とす台の高さ yの値を求めればよい。

※選択した「式」または「変化の様子」の「用い方」が記述されていれば可
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